
医学概論

解剖学

生理学

病態薬理学

内科学

神経系医学

臨床神経学Ⅰ

耳鼻咽喉科学 補聴器

聴覚系医学 人工内耳

聴覚心理学 聴覚障害Ⅰ

音響学 聴覚障害Ⅱ

聴力検査 視覚聴覚二重障害

１年次

聴覚障害Ⅲ

形成外科学 音声障害

臨床歯科医学 構音障害Ⅰ

呼吸発声発語系医学 構音障害Ⅱ

音声学

臨床実習Ⅰ

構音障害Ⅲ

精神医学

臨床心理学

生涯発達心理学

学習認知心理学

小児科学

栄養学

臨床神経学Ⅱ

リハビリテーション医学

心理測定法

言語学 言語発達障害Ⅰ

言語発達学 言語発達障害Ⅱ

言語聴覚障害
診断学Ⅰ 言語発達障害Ⅲ

吃音 言語発達障害Ⅳ

医療福祉教育・
関係法規

社会保障制度

失語症Ⅲ 嚥下障害Ⅱ

失語症Ⅳ 嚥下障害Ⅲ

高次脳機能障害Ⅱ 言語聴覚障害診断学Ⅱ

言語聴覚障害概論

失語症Ⅰ

失語症Ⅱ

高次脳機能障害Ⅰ

嚥下障害Ⅰ
リハビリテーション学

コミュニケーション学

２年次

臨床実習Ⅱ

臨床実習Ⅲ

言語聴覚士として必
要な基礎分野と専門
分野の導入を体系的
に学び、基本的な評
価原理・医療倫理・
多職種連携の基礎を
身に着ける。臨床を
見据え、安全な検査
手技と記録の基本を
修得する。

１年次で培った基礎
を基盤に、各疾患に
対する評価・治療の
専門知識を深化・統
合する。国家試験に
合格できる実力を養
い、言語聴覚士とし
て臨床現場に貢献で
きる人材となること
を最終目標とする。

卒業試験

…専門基礎科目 …専門科目

言語聴覚科 カリキュラムツリー

言語聴覚療法管理学

地域言語聴覚療法学

DP１ DP２ DP３ DP４ DP５ DP６

言語聴覚士として必
要な基礎的知識を修
得している

言語聴覚士としての
専門的な知識をもち、
根拠に基づいた言語
聴覚療法を実践でき
る

正確な評価技術を修
得し、効果的なリハ
ビリテーションを実
践できる

信頼される医療従事者
としてのコミュニケー
ションスキルを身につ
けている

専門家としての自覚
をもち、常に学び続
ける姿勢を備えてい
る

相互理解を深め、
チーム医療の一員と
して多職種連携に貢
献する姿勢を備えて
いる

東海医療科学専門学校
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